
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　第 39 巻　第 5号 （20 ］5 年） ．一ニ コ

識
・
技術 の 普及にお い て ，服装 と色彩の 表現 も大切な要因 に成 りえた と考える．

［P−28］人工 共感覚 （数字に対する色イメ
ー

ジ）の記憶力に対する影響の定量的分析
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　世問 に は 文字 に 色 が 見え る 共感覚を もつ 人 々 が 存在す る．共感覚 の メ カ ニ ズ ム は未 だ に 解明 され て い な い が，共感

覚保持者は
一

般 の 人 々 よ りも記憶力が良い と い う先行研 究が ある．本研究で は，こ の 共感覚を非共感覚保持者 に 応用

し，記憶力 の 促進で の 可能性を実験 的に検討した．具体 的には，自作 した ソ フ トウ ェ ア を用 い ，数字に対する色 イ メ
ー

ジ （
“
人
．
1二共感覚

”
）を身に つ けさせ る 実験群 となに も施 さな い 統制群 にお い て，それぞれ 30桁，40桁，50桁の数字列

暗記実験 を行 い ，人工 共感覚が 記憶力促進 に有効で あ る かを検証 した．分析 の 結果，40桁 ，50桁 の 数字列で は統制群

と実験群 の 間 に有意差が認 め られ，数字列 の桁数に よ る 人 T一共感覚に お け る記憶力促進 へ の 影響 が見 られた．ま た，

数字 に 対す る色 イ メ
ージ にも部分 的 に傾向が み ら れ た．本研究に よ り，

tt
人 工 共感覚

”
と い う従来 と は 異 な る 視点 か

らの 共感覚の メ カ ニ ズ ム へ の ア プ ロ
ー

チや，新 しい 暗記方法の 提案が 期待さ れ る．

［P−29コ キ ャ ンセル

［P −30］眼球内迷光の波長依存性

Wavelength　Dependence 　of　lntraocular　Stray　light
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　眼球内迷光とは，眼球へ の 入射光が生成する光幕の こ とで あ り，視認性 の 低下や グ レア の 増加な ど様 々 な障害を生

じさせ る．もし，眼球内迷光の 正確な測定また は推定が可能な らば，眼 の 疾患 で ある白内障等の 早期発見に繋が り予

防医学的観点か ら重要 で ある．本研究で は，白色 お よ び有色 LED （Ap ＝630　nm ，533　nm ，444　 nm ）と視標を用 い た

心理物理学的手法に よ り迷光 の 量 を示す Straylight　parameters を測 定 し，眼球内迷光 の 波長依存性 を 調 査 す る．主

な被験者は 20代 の 日本人で あるが，数名の 高齢者及び タ イ人 の 被験者で も測定を行 っ た．実験 の 結果，全 て の 被験 者

に 共通 して ，青色 LED 光 に よ る Sしraylight 　paramctersは 他の 色光 よ りも高 い 値 を示 し．レ イ リ
ー

散乱 の 波長依 存性

を確認 した．また，高齢者 の Straylight　parameters は若年者 よ り も高 い 値 を示 した ．

［P−31］マ ル チス ペ ク トル プ ロ ジ ェ クタを用 い た色覚検査手法 の提案

Color 　Vision　1「est　using 　Multi−spectral 　Projector

平井経太，武樋真也，堀 内隆彦 （千葉大学大学院）

Kei亡a　Hirai，　Shinya　Takehi　and 　Takahiko　Horiuch
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　本稿 で は，マ ル チ ス ペ ク トル プ ロ ジ ェ ク タ を用 い た色覚検査手法を提案す る，本研 究 の 色覚検査手法 は，従来利用

され て きた ア ノ マ ロ ス コ ープ の 原理 に基づ く．ア ノ マ ロ ス コ ープは．赤 と緑 の 光を混色 させ て 黄色 の 光 と等色 させ る

検査 で あ り，正確 な診断が可能で あ る が，手動で等色させ る た め ，検査時間を要する．本研究で は，我々 が開発 した マ

ル チ ス ペ ク トル プ ロ ジ ェ ク タ を用 い る こ と で，ア ノ マ ロ ス コ ープ の よ うな 正確な 診断を実現する，検査刺激 は，ア ノ

マ ロ ス コ ープ と 同様 に ，545nm の 緑光 と 665nm の 赤光 の 混色 を E側 に，590n【n の 黄光 の 単色 を下 側 に 呈示 し た 円 で

ある．本研究 で は，様々 な混色 レ ベ ル と単色レベ ル に よ る円刺激 を，マ ル チ ス ペ ク トル プ ロ ジ ェ ク タ に よ り 15個 同時

に 呈示す る ．被験者 は 呈示 され た 15 個 の 円か ら等色 し て 見え る 円を選択する こ とで ，色覚検査を行う．検証実験 の 結

果，提案 于法は色覚検査 と して 有用 で あ る 可能性が 示 され た，

［P−32］条件等色を用 い た個人の等色関数の検証

Examination　ot　indMdual 　color　matching 　tunction　with 　metamerism

畠山邦広，川島祐貴，永井 峅大 ．山内泰樹 （山形大学人学 院理 工 学研究科）

Kunihiro　Hatakeyama，　Yuki　Kawashima 　Takehiro　Nagai，　and 　Yasuki　Yamauchi
Graduate　School　of 　Science　and 　Engineering，　Yamagata 　University

　現在，異 なる メ デ ィ ア 間の 測色値 を等 しくして も，実際 の 観測者 の 色の 見 えが必ず しも
一致 しな い こ と が報告 され

て い る．こ の 原 因の
一

つ と して ，測色値 に 用 い ら れ て い る 等色 関数 が 挙げ ら れ る ．我 々 は，こ れ まで に 簡易的 に 等色

関数 を 測定す る 実験装概 を提 案 し て きた が ，測定の 結果得 られ た 等色関数 の 妥当性 に 関す る 検証 は ま だ 行 わ れ て い な

い ．本研究 で は ，7 色 の 色票 と デ ィ ス プ レ イの 問 で 等色実験 を行 い ，測定され た個人 の 等色関数 の 妥当性 を検証 した．
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被験者 はデ ィ ス プ レ イの 輝度 と色 度を調整 し，そ れ ぞ れ の 色票に つ い て 9 同等色を行っ た．等色結果 か ら CIE 等色関

数 と測定 した等色 関数を用 い て両者で の 色差を算出し た，そ の 結果，1 ＞等色成立 時 の 残存色差 の 大 きさに は等色 関

数 の 違 い が影響する こ と．2 ｝個人 の等色関数を適用 した色差の 方が小 さ くな る 傾向がある こ と，が分か っ た．

［P−33］ク レヨ ンの色使い か ら色覚特性の推定

Estimation　ot　Colour　Vision　Type　trom　Painting　by　Crayons
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　色覚特性に よ る 不 利益に対 して 早期に対応する た め に，色覚検査に よらな い 色覚特性 の 推定手法が必要 で あ る と考

えた，本研究で は，幼児の ク レ ヨ ン に よ る 塗 り絵 を用 い た色覚特性 の 推定手法 を想 定 し，そ の ため に 必要 な色覚異常

の 色使い の デ
ータベ ー

ス を作 成する こ とを 目的 とした．実験は，大学生 の 色覚正常 と色覚異常の 両方の 被験者に，ク

レ ヨ ン を用 い て塗 り絵を塗 っ て もらっ た．そ の 結果，正常者が紫色 に 塗 る部分に対し色覚異常をもつ 人は青色 に 塗 る

傾向が見 られた．さらに，1型 と 2 型 で は，正常者が緑色 や 茶色 に 塗 る部分に対 し，比 較的明 る い 色で 塗 る か暗い 色で

塗 る か に よっ て推定で き る 口」
．
能性が 示唆さ れ た ．しか し，単

一
の 絵の み で 推 定す る こ と は 難 しく危険で あ る た め，複

数枚 の 絵か ら総合的に推定する 必要があ る．また ，幼児 の 人権 に配慮 し細心 の 注意 を払 う こ とも必要 となる，

［P−34］シミュ レーシ ョ ン に基づ くバ リアフリ
ーパ レッ トの比較評価

A　comparative 　study 　of　barrier−free　palettes　using 　dichromatic　simulation
坂本　隆 （産業技術総合研究所）

Takashi 　Sakamoto ，　National　Institutc　of　Advanced 工ndustrial 　Science　and 　Techn 〔，logy（AIST ）

　色覚 異常 向け の カ ラ
ー

パ レ ッ トが t 近年，幾 つ か提 案さ れ て い る．本研究 で は，カ ラ
ーパ レ ッ トの sRGB 値が 公 開

され て い る Tol（2012），　Krzywinski　et　 al．（2012），　Ito　et　 al．（2015）の 構成色が ，1 型 2 色覚と 2 型 2 色覚に は ど の よ

うに見え る の か，均等色空 間を用 い て 比 較検討 した、 Brettel　et　al．（1997）t　Vlellot　at　al．（1999），　 Maekawa ＆ lto

（2008）の シ ミ ュ レーシ ョ ン結果を CIELAB 空間内で 比較 した と こ ろ，特 に a
’b’

　MZ面の 分布が シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン 毎に

かな り異な る結果なっ た．こ うした シ ミュ レーシ ョ ン 手法 の 差異 の 影響 を無 くすた め，本研 究 で は錐体色空間 の 各軸

に対 し，XYZ か ら L ’
へ の 非線形変換 と 同 じ数式 を適用 して，疑似的な錐休均 等色 空間 を構成 して，カ ラ

ーパ レ ッ ト

の 色分布を調査した の で 報告す る．

［P −35］一般色覚者 と色弱者 の彩度差知覚 に関する研究

Comparison　ot　Perceived　Saturation　Difference　between　Color　Anomalous 　and 　Normal　Observers
佐 々 木勇太，田代知範 石川智治，阿 lriみ よ し （宇都宮大学）
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　近年の色覚バ リア フ リ
ー

研究は，色弱者の 色知覚特性 を基に した色 の 見え方 シ ミ ュ レーシ ョ ン や色補止 シ ス テ ム の

構築が 主流 で あ る．一方で ，画像に対 し色強調加工 を施す こ と で ，色弱者 の 好 ましさ評価 に効果があ る こ とが知 られ

て い る．本 来各自の 色覚 に 合 わ せ た 色強調係数が用 い られるべ きで あるが．色強調係数を求める手法 は 確 立 され て い

な い ．こ の 色 強調 は，傾 向 と して は彩 度強調 と類似 して い る，1型及 び 2型 の 色弱者 は，赤，緑領域 の 彩 度知覚が
一

般

色覚者 に比 べ て 低 卜
．
して い ると考え られ て い るが，定量的 な報告は無 い ．1 型及 び 2 型色弱者 の 彩 度知覚 の 程度がわ

かればt 適切 な色強調係数 の 推 定 に役立 つ ．そ こ で，本研 究 で は，無彩色刺激 の 明度差 で 彩 度差 を定量的 に 扱 う手法

を用 い た彩度差 マ ッ チ ン グ実験 を行 い ，色弱者と
一

般色 覚者 の 彩度知覚特性の 関係を調査 した．

［P−36］色覚バ リア フ リー照明下にお ける石原式検査表の見え の分析 （D型）

AnaLysis　of　deuteranopic　views 　of　lshihara　color 　plate　under 　barrier−free　illumination

田 村繁治，坂本　隆 （産業技術総合研究所）

Shigeharu　Tamura 　and 　Takashi 　SakamotQ
AIST

　 The 　barrier−free　illumination　is　effective 　for　people 　with 　defect　in　color 　perception　to　discriminate　Ishihara　test

correctly ．　Two 　plates，　which 　indicate　different　patterns　to　 people　with 　normal 　color 　vision 　and 　to　deuteranopia，

are 　tested　and 　analyzed ．　The　mechanism 　of　color 　perception　for　deuteranopia　is　examined 　by　using 　the　CIELAB
coordinate ．
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